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となるo各状態で初期値を設定すると, 〟- i(初期 )では,MiH i)∝e叛 (A-γ1',i-γ;,i),






































Z軸の空間をd個に分割 しようOステップN～で各区間の代表点がとり得る値 (Tnl,Tn2, ,
md)を確率変数とみると,見かけ上d次元の確率過程となる｡また,確率密度関数に相当する
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∂丁 --Jdz告 〔K(1)(?,I)一言菟 K(2)(9,7)〕W(?,丁)
が得られる｡ K (1),K (2)はGRWの "とび移る確率"で表わされた汎関数である｡
(7)の定常分布 (7-- )の形式解は
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45. 蒸気一液体界面におけるぬれ転移
農工大･教養 松山 明彦,田中 文彦
§1.序
2相分離状態にある溶液相 (α,β相 )が,第3の相 (Ⅹ相 ;蒸気あるいは固体 )と接触し
ている時,溶液の臨界温度付近ではエネルギー的に有利なβ相がX,α相の間に侵入して層を
形成する｡通常β相は高濃度側の相である｡温度を臨界点から下げるとそれぞれの界面に働く
張力が変化して図1のような小蒲を形成する｡ 各々の界
面張力は境界面を縮める方向に働き平衡時にはヤングの
式
γcosO-rxα- γⅩp (1)
rd X rJ7
x:solid orTaper
図 1
がなりたつ｡♂-0の場合はβ相がX,α界面に拡がり
巨視的な膜を形成する｡ これを完全ぬれ (completewetting)と呼ぶ｡♂>0でβ相が小満を形
成する場合を部分ぬれ (partialwetting)と呼ぶo臨界点近傍ではγ-(TC- T)1･3,γⅩα-γⅩp
-(Tc-T)0･3であるからcosO～(T了 T)Mlとなり温度が臨界点に近づけば必らず 0-0
の条件が満たされることがわかる｡完全ぬれ≠部分ぬれの転移はCahnrl)によって理論的に予
言された｡その後 schmit,Moldoverr2)が低分子溶液の蒸気一液体界面においてぬれ転移を検
証した報告がある｡
では高分子溶液の界面においてぬれ現象はどのようなふるまいをするのであろうか｡我々の
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